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Snowflakeのデータクラウドを利用したデータドリブンなマーケティングを利用
すると、数千人あるいは数百万のオーディエンス一人ひとりにパーソナライズさ
れたコンテンツやエクスペリエンスを提示し、それぞれのニーズに合わせた提案
を行うことができます。本eBookでは、マーケティングキャンペーンにおけるパー
ソナライゼーションのカギとなる3つの要素について説明します。

•	 リアルタイムに近いキャンペーン分析：メッセージング内容やクリエイティブを対
象となるオーディエンスに合わせてきめ細かに設定し、パフォーマンスを高める

•	 スケーラブルなデータエンリッチメント：サードパーティのデータソースへのほぼ
瞬時のアクセスによりより詳細な独自の顧客インサイトが得られる

•	 生産性の高いアナリティクスチームやデータサイエンスチーム：デリバリーの強化
とパーソナライゼーションモデルの有効活用が実現する

概要
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マーケティングにおいて 
パーソナライゼーションが重視される理由
過去数十年にわたり、企業の広告は全ての人に一様
のコンテンツを提供する「マスリーチ」に依存してき
ましたが、今では大規模にパーソナライズされたマー
ケティングも不可能ではなくなりました。Snowflake

データクラウドを活用したデータドリブンなマーケ
ティングでは、数千人あるいは数百万のオーディエン
ス一人ひとりに対してパーソナライズされたコンテン
ツやエクスペリエンスを提供し、それぞれのニーズに
合わせた提案をことができます。 

Forbes InsightsとARM Treasure Dataが2019年に企業幹
部200名を対象に行った調査によれば、回答者の40%が、
顧客向けパーソナライゼーションの取り組みはeコマース
などの直販チャンネルにおける売上増や「バスケットサイズ」

（＝買い物1回あたりの購入数量）、利益率にプラスの影響
を及ぼしたと答えています。¹また37%近くがお勧め製品や
コンテンツの提示が売上額や顧客生涯価値につながった
と回答し、さらに全回答者の3分1以上がパーソナライゼー
ションによる取引頻度の増加効果が見られたと答えていま
す。Gartnerの調査によれば、現在、ブランドはマーケティン
グ予算全体の平均14%をパーソナライゼーションに費やし
ており、多くのブランドは近い将来にパーソナライゼーショ
ン投資の増強を計画しているとのことです。²

上述のように、パーソナライゼーションイニシアチブにプラ
スの効果があるのはすでに実証されていますが、真に有
効なパーソナライゼーションの実現は簡単ではありませ
ん。2025年にはそれまでパーソナライゼーションに投資し
ていたマーケティング組織の80%が、ROIの伸び悩みもしく
は顧客データ管理におけるリスク、あるいはその両方の理
由からパーソナライゼーションへの取り組みを断念すると
Gartnerは予測しています。³

このような問題の根源は多くの場合、効率の低いデータ分
析システムにあります。特に旧式のデータウェアハウスで
は、包括的な最新顧客情報の把握に必要とされるリアルタ
イムもしくはパラレルな情報へのアクセスやクエリができ
ない場合が少なくありません。場合によってはせっかくの消
費者データ（購入履歴、CRM、ペイドメディア、ウェブサイトト
ラフィック、サードパーティデータによるエンリッチメント、ロ
イヤルティプログラムデータ、等）がバラバラにサイロ化さ
れており、真に有効なパーソナライゼーション戦略の実施
の妨げになっています。  

本eBookでは、マーケティング組織がデータクラウドの利
用により、顧客データのセキュリティとGDPR等の規制コン
プライアンスを維持しながらパーソナライズされたブランド
マーケティングを大規模に実現していく方法について説明
します。具体的には以下の項目を実行する方法についてご
紹介します。
•	 リアルタイムに近いキャンペーン分析の実現

•	 サードパーティデータによる顧客プロファイルのエンリッチ
メント

•	 アナリティクスチームの生産性向上

•	 顧客データの保護と規制コンプライアンスの維持、および
その他
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リアルタイムに近い分析による 
パーソナライゼーションの実現
リアルタイムに近いインサイトを獲得することにより、
キャンペーンパフォーマンスをきめ細かに分析し、実
績の低いセグメントを検出することができます。さら
に、それらのセグメント向けメッセージの内容を改善
することでキャンペーンパフォーマンスを向上させ、
オーディエンスが共感できるコンテンツを提供できる
でしょう。

旧式のソリューションが効果的なテストや 
レポートの実施の妨げとなる
旧式のデータウェアハウスは有効な機能テストを実行でき
るほどアジャイルでないことが多く、キャンペーンの最適化
やパーソナライゼーションプログラムの実装が難しくなりま
す。

旧式のETL技術は、データウェアハウス内の反応データの
処理をスケジュール化されたバッチジョブに依存していま
す。このようなバッチデータのローディングは1日1回のみ行
われるのが一般的（通常システム使用率の低い深夜に実
行）で、つまり少なくとも丸1日分の遅延が発生します。丸1
日の時間差があるということは、顧客がリアルタイムでどの
ようにキャンペーンに反応しているかを把握することがで
きません。

例えばアパレルコレクションのプロモーションをしている全
国規模のリテール企業を想定してみましょう。デジタルマー
ケティングチームは、年齢、地域、世帯収入、ならびにその他
各種属性に基づいて複数のバージョンの広告を展開してい

ます。最初のレポートが実行されるのはキャンペーン開始か
ら36時間後であるため、マーケティングチームはその時点
で始めて高価値な顧客グループに対するキャンペーンのパ
フォーマンスが不十分であることに気付きます。これに対し
マーケティングチームは、この重要なオーディエンスに対し
て最適のパフォーマンスが得られる広告バージョンへの切
り替えを決定しますが、この時までに得られる可能性があっ
た何万ドル相当もの収益機会はすでに失われています。

SNOWFLAKEが実現するリアルタイムの 
キャンペーン最適化
Snowflakeのフレキシブルかつスケーラブルなデータ格納
およびコンピュートリソースが実現するリアルタイムに近い
データ統合により、顧客の反応評価とキャンペーン最適化
のサイクルのスピードを大幅に向上させることができます。
Snowflakeではコンピュートリソースを必要に応じて利用
可能なクラスタに追加することにより全てのジョブをパラ
レルに実行できるため、バッチデータロードとビジネスイン
テリジェンスや分析処理のバランスに悩む必要はありませ

ん。データアナリストはバッチデータロードが実行されるの
を待つことなくいつでも反応データを確認できます。

さらに、Snowflakeのユニークなデータシェアリング機能を
利用することでユーザーはデータを現状の場所からデータ
を動かさずにそのままアクセスできるため、データのコピー
や移動、統合に伴う時間やコストを削減できます。これに
よりマーケティングチームは、各エンゲージメントにおいて
SaaSソリューション、データプロバイダー、メディア、ブランド
パートナー等から得られる最新のインサイトを取得できる
ためキャンペーン効果が向上し、ROI増加と重要顧客のエ
ンゲージメント強化につながるでしょう。 
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安全かつ高効率なサードパーティの利用方法

企業が保持する顧客データには、消費者とその会社
との関わりだけが示される根本的な制約がありま
す。様々な顧客タッチポイントから得られるブランド
データを収集し分析したとしても、その情報は顧客が
どのような人なのか、またその挙動の要因となってい
るのは何かについての手がかりは得られません。サー
ドパーティデータで顧客データを補完すれば全方位
的な顧客の可視化を実現できますが、旧式のデータ
ウェアハウスでこれを実現するのは簡単ではありま
せん。

サードパーティデータの活用を妨げる障壁
近年、人口統計データ、購入データ、ライフイベントデータ、
およびその他顧客プロフィールの補完に役立つデータを
販売するロバストな企業エコシステムが出現しています。
このような情報を活用すればパーソナライゼーション活動
のROI向上が期待できますが、単一のデータ源からの情報
の取り込みでさえ数週間から場合によっては数か月かか
り、相当な技術リソースの投入を要するため、これらの外部
データを自社データ環境に取り込み実際に使える形式に
変換するのは技術チームにとって大きな課題となります。

もっと多くのデータをもっとスピーディーに 
活用する：  SNOWFLAKEによるスケーラブルな
データエンリッチメントの実現
Snowflakeのセキュアなデータシェアリング技術を基盤と
して構築されたSnowflakeデータマーケットプレイスでは、
それぞれのユーザー企業が開示する多様なデータセットを
他の企業が即時に利用・購入することができます。ユーザー
企業は、Snowflakeプラットフォーム内で常に最新状態に
維持され成長し続けるロバストなプロバイダーパイプライ
ンを通じて常に最新のデータにアクセスできます。

ユーザー企業は、Snowflakeデータマーケットプレイスから
取得するサードパーティデータと自社データを統合するこ
とで、通常ならば数倍の時間がかかる外部データソースか
らのインサイト取得をほんのわずかの時間で達成できます。
これにより、キャンペーンの市場投入サイクルがスピード

アップされ、テストと最適化のリアルタイム実行と顧客情報
の全方位的可視化によるパーソナライゼーションイニシア
チブの強化が実現されるでしょう。サードパーティデータの
利用によるマーケティング分析の補完の詳細については、こ
ちらのebookをお読みください。
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アジャイルな分析チームによる 
パーソナライゼーションのスケールアップ
Relevancy Groupが実施しEconsultancyが公表し
た調査によれば、高度なパーソナライゼーションイニ
シアチブには投資1ドルあたり20ドルのROIを達成す
るポテンシャルがあるとのことです。4マーケティング
組織は正にこのポテンシャルを実現するべくデータサ
イエンティストの採用に奔走しており、これらの人材
の需要は供給のペースを大きく上回っています。しか
し、データサイエンティストやアナリストの採用により
実効性のあるインサイトやパーソナライゼーションモ
デルの取得を強化できるのは、フレキシブルでスケー
ラブルなデータインフラが整備されていることが前提
になります。もしデータインフラが旧式のものであれ
ば、データチームは生データを後工程で使える形式
に加工するといった、価値の低いデータ操作にほとん
どの時間を費やすことになり、そのためにデータアナ
リストを追加採用したり維持するのであればROIのロ
スは相当なものとなります。 

旧式の技術を変更しないままデータサイエンティスト
やアナリストの増員を図ることの問題
旧式のデータウェアハウスの場合、処理リソースの安定化
やスループットの維持のため、1日の時間帯に応じてジョブ
のスケジュールやキューを設定する必要があり、これでは
データサイエンティスト業務の生産性が大きく損なわれま
す。パーソナライゼーションなどの取り組みのサポートの
ために新規にアナリティクスチームを編成すると、それによ

るクエリや分析ワークロードの増大からさらにリソースの
追加が必要となります。利用できるサーバー数が限られて
いると、データサイエンティストのその都度変化するワーク
ロードとバッチデータロードやビジネスインテリジェンスレ
ポートのバランスを取るのが難しくなります。

比類のない優れた同時実行性：SNOWFLAKEの 
導入により、チームはより多くのモデルをより 
スピーディーに提供できる
Snowflakeプラットフォームの最先端アーキテクチャは同
時実行性の制約を完全に解消するため、チームはかってな
いスピードでアウトプットを提供できますSnowflakeでは複
数のワークロードをプラットフォームの複数の領域に自動
的に割り当てることが可能であり、ワークロード同士が重
複していても問題にはなりません。また、データウェアハウ
スワークロードのサポート性能によりキャパシティを瞬時
にスケールアップすることができるため、十分なコンピュー
ティング能力をロバストなパーソナライゼーションモデルに

提供してスピーディーに結果を得ることができます。その結
果、スケジューリングやバッチ処理に伴う制約が解消され、
データサイエンティストはより複雑な課題に同時に併行し
て取り組むことができます。

最終的には、Snowflakeが分析チームにもたらすのは、シ
ステムのスローダウンやコア業務に支障をきたす恐れな
く、いつでも新しい機能やクエリを試すことのできる自由度
が得られます。これはタイムリーな情報取得が重要な小売
業などのバーチカルにおいて特に重要となります。
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顧客データの保護と規制コンプライアンスの実施

顧客データは企業の最も価値あるアセットの１つです
が、それは、一つ間違えばリスクをはらんだ存在とな
ります。顧客情報のセキュリティを適切に保護しない
ければ、厳しい経済的罰則が科せられるだけでなくブ
ランドの評価に取り返しのつかない傷がつきます。

欧 州 G D P Rやカリフォルニア州 消 費 者プライバシー法
（CCPA）は、企業による顧客データの収集・保管・利用に関
する新たな基準となりました。GDPRの場合、条項を順守し
なければ最大数百万ドルもの罰金が科せられます。企業の
マーケティング部門による個人情報の保管・分析は、厳格
なデータ管理基準のもとで行わない限り企業そのものを
重大なリスクに晒しかねません。 

クラス最高のデータセキュリティを実装する
詳細な顧客データがなければマーケティング部門による
パーソナライゼーションイニシアチブは成功しませんが、
セキュリティの完備したデータウェアハウスがなければ顧
客データの安全を守ることはできません。データの有効利
用と同様に重要なのがデータのセキュリティの確保です。

Snowflakeは、暗号化、アクセス管理、ネットワーク監視、物
理セキュリティ対策などを備えた多層セキュリティを基盤と
して構築されたプラットフォームであり、包括的監視アラー
トやサイバーセキュリティプラクティスを実装しています。
Snowflakeプラットフォームは、その隅々に至るまで転送中
および格納時のデータ保護を重視して設計されています。

規制コンプライアンスを確保する
旧式の技術ソリューションにおいては複数のロケーション
に顧客データをコピーしたり格納する必要があり、また一
時的環境へのキャッシュも必要です。これまではこのような
やり方でもコンプライアンス面の問題が問われることはあ
りませんでしたが、GDPRやCCPAのような新しいデータ保
護法令の施行とともに各レイヤーの文書化とアクセス性確
保が求められており、顧客の要請があればいつでもその顧
客に関するデータ源全てを削除できるよう準備しておかな
ければなりません。

Snowflakeプラットフォームはシングル・ソース・オブ・トゥ
ルース(信頼できる唯一の情報源)として、一行たりともデー
タを１つのシステムからベルのシステムに複製もしくは移
動させることなく顧客データに関わるニーズ全てをサポー
トするため、GDPRコンプライアンスに伴う複雑な手順が大
幅に簡易化されます。Snowflakeプラットフォームが的確な
データガバナンスの基盤となる理由については、こちらの
eBookをお読みください。
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顧客データに対するリアルタイムに近い 
安全なクエリの実行
Snowflakeは、コンテンツやコミュニケーションの
パーソナライゼーションの実現により、単なる商品の
購入を越えた顧客との充実した関係性の構築を可
能にします。企業は顧客データをSnowflakeプラット
フォーム内に格納し分析することで、高価値な顧客
に最良のエクスペリエンスを提供し、収益の増加や
チャーンレート（解約率）の低下につなげることがで
きます。

まとめると、Snowflakeは下記の3つの側面においてパーソ
ナライゼーションイニシアチブを支援するということになり
ます。

1 .  �リアルタイムに近いキャンペーン分析：メッセージング内
容やクリエイティブをオーディエンスに合わせてきめ細か
に設定し、パフォーマンスを高める

2 .  �スケーラブルなデータエンリッチメント：サードパーティの
データソースへの瞬時のアクセスにより独自の詳細な顧
客インサイトが得られる

3 .  �生産性の高いアナリティクスチームやデータサイエンス
チーム：デリバリーの強化とパーソナライゼーションモデル
の有効活用が実現する

さらにSnowflakeは、企業の評価損失や制裁金徴収につ
ながるデータセキュリティの侵害や法規制不適合のリスク
も緩和します。ブランドがかってないほど大量の顧客データ
セットを取り扱うようになった現代においては、このような
リスク緩和効果は極めて重要です。
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おり、各所有者の商標である可能性があります。Snowflakeが、必ずしもかかる商標所有者と関係を持ち、または出

資や支援を受けているわけではありません。

Snowflakeは、Snowflakeのデータクラウドを用い、あらゆる組織が自らのデータを活用できるようにします。お客
様には、データクラウドを利用してサイロ化されたデータを統合し、データを発見してセキュアに共有し、多様な分
析ワークロードを実行していただけます。データやユーザーがどこに存在するかに関係なく、Snowflakeは複数の
クラウドと地域にまたがり単一のデータ体験を提供します。多くの業界から何千ものお客様（2021年10月31月時

点で、2021年Fortune 500社のうちの223社を含む）が、Snowflakeデータクラウドを自社のビジネスの向上のため
に活用しています。詳しくは、snowflake.comをご覧ください。

1 bit.ly/3pNcPxO      2 gtnr.it/36bgKe4      3 gtnr.it/359VtU4      4 bit.ly/34eGS6J

巻末注

https://twitter.com/SnowflakeDB
https://www.linkedin.com/company/snowflake-computing/
https://www.youtube.com/user/snowflakecomputing
https://www.facebook.com/Snowflake-Computing-709171695819345/
https://www.snowflake.com/?lang=ja
https://bit.ly/3pNcPxO
https://gtnr.it/36bgKe4
https://gtnr.it/359VtU4
https://bit.ly/34eGS6J

